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目的　1 lHの報をIこおヽ･T･ま‥Aフンドタシ-ヤのバリ島. ジてワ島の食I調査色行った結
　　果バンド｀々ヽシ-r ･ヽ食丸^い特微としT .

　0)調理の基和しsこヱムl (唐卒子色i.政分とした右卑料頬をペースト吠ににもの)

　　作')r~あ<)、S一心遥iこ便用すろ舎ご年料の組｡々合ｵﾌ七声Iこよつ-z 脚)多疼化メも
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Ｏは, Kこう1 ''乱心ヱ昂じか→> r

　　札も東南アジア建ﾀt 庶　町る^姜秤の植物の根茎を利fl L zi

　　ざけこ食如い件勧卜ヵヽが｀えた・■ごiL を報告した。

　　今痘iま軋粋ジギフのヽスラダ十転ヤ毛八いい｀野･こおりて行った調をヵう、東

　　卸ジ１ワにおけ易食釦印特微をさcリ、更にそうむた食気化を形叡ざせた専函
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にっ＼)て考験したので報羞すろ。

スラ“｀ヤ軋ﾇｰtジョyt/hm^ の･P胤■Tラ')ーマン家庭‘ど｀行った/t｀l>^・ヽ㈲熱V
調を、和靭腫、劾rの調理の､篤学萎^行､ヽ溥脊した。

東鮮ジ？ワ・調理か絣慨は、似乙）　k乞訟の便弔にあり、これ昨便用

しTこ訟≫tAa£浄/I-､とみ軒燈･い) fれも里､色ts.し、特知べさ跨が｀あ'る。調理

茲ヤ、味隻にみシれろこのり鳳特糾､東部ジャブが"//-世紀～/ぶ球いこか穴

喬与升輸心)り齢瞳ヒし-L旅九μ頃、外末わし)影看^をけ-c作リあけ゛た食£
心の発表fc示亨もめと雄噺ざｵした。

A－99　　　養蘇県の年粧し・正目料理に関が

　　　　　　　　　　その弓、呼倣レ、餅ヽ雑原につい７

　　　　　　　剣O々大家貳　o伯訃随唾ヽaE就千代子渡辺病家福-^琳吸

　目的　青森県≪ni£同行畢釦こｰ)いで- 民倦営哨碩能はなされ7いひヽぐヽ食物<^的見

遡＼二おい7はヽ文献はあまり見あほらない。そこでヽ、I A ワワ年口ヽ年嫉･正岡料理|二

闇する調査£実施し、その現犯並加二物里内容につい7はヽ第2ら回東北･i＼急流瓦郷紬

徴乙ヽ報告しr二-。今回は、年越し料理の祝い酒、餅、練煮､などについてmm.しに。

　オ蔵　第1 観ヽ第2報と印策でヽ、本県在住、20～60代主婦、I 0 oo名£対象に昭

和^-^年ワ目～103にかけで聴取｡り冊よzx 、質問紙塙により調査しに。回収利効敏は四む

了ある。本県の趙域差左見るにめに、8市9郎左's区地域に竹けヽま狐年バ区冶を刀～

叉耽ヽ仙rc、邨～6)代<Dろっに分け比較喪討左行な-, Tz.、

　結果　1､年硲摂理の祝い洒は、日本酒蔵勿＜-とそ£飲む習慣はあまり見ら収なひっ
　　　　　祗。

　　　　２､餅は卯％以上の家庭が自宅刎乍り、そのT劃はモ今りキ僑と利用しTいる・

　　　　　銕餅は2璽弱吠考く、磯開き御施な均^により叢=ボ受ら帆尺諌細種類は、

　　　　　切り顛(enレ餅)吠瓜倒的に吟い・

　　　　3継あまほとんビ介執庭脚乍りヽ元旦の朝敵ヽ、看レ仁£Lで7ヽ夕る・具(n内き
　　　　　は多種である。




